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バリアフリー等地域連絡会議を開催しました。 

 

バリアフリー等地域連絡会議は、平成２２年度の島根県会議を皮切りに、岡山県、山口県、広

島県（鳥取県については鳥取県福祉のまちづくり推進協議会に鳥取運輸支局が参加）と県単位で

立ち上げ、令和３年度は山口県と岡山県において開催しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バリアフリー推進レポート 

 

岡山運輸支局 出口支局長による開会あいさつ 

山口県開催概要 

 

○日時：令和３年１０月１９日（火） 

１４：００～１６：００ 

○場所：オンライン開催 

 

○議事次第： 

･開会挨拶 

･座長選出・挨拶 

･講話「交通･まちづくり･ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ最近の話題

から」 

･運営要綱の一部改正について 

･ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ法の改正について 

･第３回移動等円滑化評価会議中国分科会の

報告について 

･構成員等のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに関する取り組み状況に

ついて 

･意見交換 

･閉会挨拶 

岡山県開催概要 

 

○日時：令和３年１１月２９日（月） 

１４：００～１６：００ 

○場所：きらめきプラザ４０１号室 

（岡山市北区南方 2 丁目 13-1） 

○議事次第： 

･開会挨拶 

･座長選出・挨拶 

･講話「聞こえない状況での情報伝達～特殊災

害時避難誘導ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑの協働開発～」 

･運営要綱の一部改正について 

･ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ法の改正について 

･第３回移動等円滑化評価会議中国分科会の

報告について 

･構成員等のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに関する取り組み状況に

ついて 

･意見交換 

･閉会挨拶 
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○有識者：座長 

山口大学 大学院創成科学研究科 
工学部 社会建設工学科 榊原教授 

 

○高齢者・障がい者団体： 

(一社)山口県身体障害者団体連合会 
(一社)山口県視覚障害者団体連合会［欠席］ 
(一社)山口県ろうあ連盟 
(一財)山口県手をつなぐ育成会 
(特非)山口県自閉症協会 
(一財)山口県老人クラブ連合会 

 
 

○バリアフリープロモーター： 

武居 ひとみ氏 
梶野 晴彦氏 
宮竹 美絵子氏 

 
 

○施設設置管理者： 

西日本旅客鉄道株式会社広島支社 
錦川鉄道株式会社［欠席］ 
(公社)山口県バス協会 
(一社)山口県タクシー協会 
(一社)山口県旅客船協会［欠席］ 
山口県旅館ホテル生活衛生同業組合［欠席］ 
山口宇部空港ビル株式会社 
岩国空港ビル株式会社 

 
 

○行政機関： 

中国地方整備局･中国運輸局 
山口河川国道事務所･山口運輸支局 
山口県･山口市 

○有識者：座長 

川崎医療福祉大学医療福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学部 
医療福祉ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 岩藤講師 
 

○高齢者・障がい者団体： 

(公財)岡山県身体障害者福祉連合会 
(福)岡山県視覚障害者協会 
(公社)岡山県聴覚障害者福祉協会 
(特非)岡山県精神障害者家族会連合会 
(一社)岡山県手をつなぐ育成会［欠席］ 
(特非)岡山県自閉症協会 
(公財)岡山県老人クラブ連合会［欠席］ 

 

○バリアフリープロモーター： 

藤田 勉氏 
片岡 美佐子氏 
牧 和義氏 
原 晴美氏 

 

○施設設置管理者： 

西日本旅客鉄道株式会社岡山支社 
井原鉄道株式会社 
水島臨海鉄道株式会社 
岡山電気軌道株式会社 
(公社)岡山県バス協会 
(一社)岡山県タクシー協会 
(一社)岡山県旅客船協会 
岡山県旅館ホテル生活衛生同業組合［欠席］ 
岡山空港ターミナル株式会社 

 

○行政機関： 

中国地方整備局･中国運輸局 
岡山国道事務所･岡山運輸支局 
岡山県･岡山市･倉敷市 

 



中国運輸局 交通政策部 バリアフリー推進課 

第３号（令和３年１２月２２日発行） 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに関する取り組み 
 
･岡山駅のﾘﾆｭｰｱﾙに伴い途切れていた誘導用
ﾌﾞﾛｯｸが改善、案内ｶｳﾝﾀｰでのｻﾎﾟｰﾄ体制構築 

 
･駅ホームにおける安全性向上への取り組み
として内方線付点状ﾌﾞﾛｯｸへの改修 

 
･精神障害者運賃割引制度の導入 
 
･ミライロ ID への対応 
 
･ユニバーサルマナー検定の受講推進 
 
･乗り方教室の実施 
 
･道路の傾斜･段差などの改善要望へ対応 
 
･バス停のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化 
 
･乗務員への接遇教育を実施 
 
･ユニバーサルドライバー研修の開催 
 
･ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ･ﾊﾟｰﾐｯﾄ制度･あいｻﾎﾟｰﾄ運動･ﾍﾙﾌﾟﾏｰ
ｸ普及等の推進 

 
･ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ、UD ﾀｸｼｰの導入補助、「岡山ﾊﾞｽ
ﾋﾞｼﾞｮﾝ」の普及 

 
･ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ対応の新造船建造推進 
 
･空港内のﾄｲﾚ入口とｴｽｶﾚｰﾀｰの乗り口に、音声
案内装置を追加設置 

 
･道の駅のトイレリニューアル 
 
･遠隔手話サービスの開始 
 

○ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに関する取り組み 
 
･聞こえない、聞こえにくい子供の教育につい
て教育ﾌｫｰﾗﾑをｵﾝﾗｲﾝのみでなくｱｰｶｲﾌﾞ配信
も活用して開催 

 
･障がいのある児童の作品展示会を開催 
 
･宇部駅､南岩国駅､柳井駅のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ設備整備 
 
･長尺ｽﾛｰﾌﾟの導入､ミライロ ID への対応 
 
･ユニバーサルマナー検定の受講推進 
 
･乗り方教室の実施 
 
･ﾍﾙﾌﾟﾏｰｸの周知と普及啓発 
 
･障がい者用 IC ｶｰﾄﾞの導入 
 
･ユニバーサルドライバー研修の開催 
 
･亀山公園屋外ﾄｲﾚ,県営住宅のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化 
 
･ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ･ﾊﾟｰﾐｯﾄ制度･福祉マップの普及促進 
やまぐちﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ大賞の表彰 

 
･ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽの導入補助、ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの運
用開始 

 
･車いす乗降体験の実施 
 
･交通系 IC ｶｰﾄﾞの導入支援 
 
･ﾊﾟｯｾﾝｼﾞｬｰﾎﾞｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾞﾘｯｼﾞのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化 
 
･道の駅「長門峡」のトイレリニューアル 
 
･卓上型対話支援ｼｽﾃﾑの設置 
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○その他情報・意見交換 

･ｽﾄﾗｯﾌﾟ型では動いた時に隠れることがある

のでﾜｯﾍﾟﾝ型のﾍﾙﾌﾟﾏｰｸを希望。 

 

･ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽでの乗降介助に要する時間や乗

務員への教育体制について更に教えてもら

いたい。 

 

･UD ﾀｸｼｰについて NV200 とジャパンタクシ

ーの導入状況を更に教えてもらいたい。 

 

･UD ﾀｸｼｰは車高が高いのでグリップにつり

革のような器具をつけてもらえると、乗り降

りが楽になる人も増えると思う。 

 

･ﾊﾞｽの乗り方教室は事業者の人員や負担、学

校側との調整も必要なことから、今の開催回

数が限界という現状がある。 

○その他情報・意見交換 

･全国的に駅の無人化が進んでいるので、券売

機の使用について実地研修(体験)を希望。 

 

･特別支援学校の送迎ﾊﾞｽのﾄﾞｱの開閉音を小

さくする工夫により音に敏感な発達障害の

人たちにとって助かっている。 

 

･災害時を考えた場合、どこに障がい者がいる

のかなどの個人情報が、個人情報保護法によ

って新たなﾊﾞﾘｱになっている懸念がある。 

 

･設置しても上がれないｽﾛｰﾌﾟを作ってもらっ

てもどうしようもないので、当事者が意見を

言える仕組みを取り入れてもらいたい。 

 

･段差が無いのがﾍﾞｽﾄではなく視覚障害者に

とっては小さな段差が必要な場合もある。 

 

･高速道路の料金所、飛行機、駅の改札、ﾊﾞｽ、

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰなどには視覚的な情報提供

もお願いしたい。 

 

･岡山市では１０月１日より高齢者･障がい者

を対象とした専用の IC ｶｰﾄﾞが導入され路線

ﾊﾞｽ･路面電車を半額で利用することができ

使い勝手の良さが評価されている。 

○会議まとめ 

･山口県のような車の利用が非常に多い地域

においても、車を利用できない方はいる。 

 

･高齢者､障がい者当事者が円滑に楽しく移動

できるためにはハードへの投資が社会的に

求められており、行政からの支援も必要。 

 

･ハードのみでなくソフトの取組、教育啓発に

ついても並行して着実に推進頂きたい。 

岡山県 土木部 監理課 根木課長 

による閉会あいさつ 

○会議まとめ 

･ﾊｰﾄﾞ面のみならずｿﾌﾄ面についても普及･啓

発が今後更に必要。 

 

･障がいの特性により絶対的な正解がないの

で意思決定過程への当事者参画が重要。 

 

･心のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに関しては子供の頃から多様性

を伝えることが肝要。 

 

･ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの推進にあたっては様々な方への配

慮をして取り組むこと。 


